
発　

行　

者

藤
崎
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

広
報
委
員
会

藤
崎
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

電
話　

七
五
―
三
二
三
二

白

寿

（１） 藤崎町老人クラブ連合会機関誌 白　　寿 令和元年 12月 1日㈰発行第 171 号

一
、
日
　
時
　
12 

月
22
日
㈰
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

二
、
会
　
場
　
藤
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル

三
、
出
場
者
　
中
南
郡
（
大
鰐
町
・
田
舎
館
村
・
西
目
屋
村
・
藤

　
　
　
　
　
　
崎
町
）
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
が
多
数
出
演
し
ま
す
。

四
、そ
の
他 　

入
場
料　

無
料
で
す
。

　

※
抽
選
会
観
覧
者
に
は
沢
山
の
賞
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。

一
、
期
　
日
　
12
月
12
日
㈭
　
　

二
、
内
　
容
　
○
第
一
部
　
講 

習 

会
　
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
藤
崎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時
30
分

　
　
　
　
　
　
○
第
二
部
　
舞
台
発
表
　
藤
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
時
～
15
時

三
、
講
　
師
　（
公
社
）
日
本
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
連
盟
公
認
指
導
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

副
会
長　

小
倉　

洋
子　

氏

四
、
受
講
料　

無
　
料

五
、
そ
の
他
　
広
報
「
ふ
じ
さ
き
」
の
折
込
を
ご
覧
下
さ
い
。

一
、
日
　
時
　
１
月
17
日
㈮
　
10
時
30
分
～
14
時

二
、
場
　
所
　
町
文
化
セ
ン
タ
ー
　
多
目
的
ホ
ー
ル

三
、
日
　
程　
　

①
受　

付　

10
時　

～　

10
時
30
分

②
開
会
式　

10
時
30
分
～
10
時
40
分　
　
　
　
　

③
講　

話　

10
時
40
分
～
11
時
20
分

　
　

演
題　
「
住
み
よ
い
町
づ
く
り
と
高
齢
者
対
策
に
つ
い
て
」

　
　

講
師　

藤
崎
町
長　

平
田　

博
幸
氏

④
全
老
連
会
長
・
県
老
連
会
長
表
彰　

11
時
25
分
～
11
時
35
分

　
　

◎
全
老
連
会
長
表
彰　

西
中
野
目
長
寿
会
（
代
表
石
井
哲
子
氏
）

　
　

◎
県
老
連
会
長
表
彰

　
　
　
　

成
田　

早
苗
氏　

 

（
小
畑
長
寿
会
）

　
　
　
　

間
山　

由
吉
氏　

 

（
福
島
老
人
ク
ラ
ブ
第
二
）

　
　
　
　

三
浦　
　

進
氏　

 

（
徳
下
徳
寿
会
）　

　
　
　
　

齋
藤　

剛
一
氏　

 

（
三
ッ
屋
老
人
ク
ラ
ブ
）

⑤
祝
賀
会
・
懇
親
会　
　

11
時
40
分
～
14
時

四
、
参
集
範
囲　

単
位
ク
ラ
ブ
３
名
以
内
、
専
門
部
会
３
名
以
内
、       

　
　
　
　
　
　
　

広
報
委
員
３
名
、
若
手
委
員
５
名
、
女
性
部
員

　
　
　
　
　
　
　

5
名
（
会
費
は
、
一
人 

壱
千
円
）

五
、
申
し
込
み
　
詳
細
は
、
町
老
連
機
関
紙
【
白
寿
】
令
和
２
年

　
　
　
　
　
　
　

１
月
号
を
ご
覧
下
さ
い
。

一
、
日
　
時
　
12
月
18
日
㈬
　
13
時
30
分
～
15
時

二
、
会
　
場
　
藤
崎
町
文
化
セ
ン
タ
ー
　
3
階 

多
目
的
ホ
ー
ル

三
、
講
　
師
　
青
森
県
薬
剤
師
会
　
会
長
　
木
村
　
隆
次
　
氏

四
、
内
　
容

　
①
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
健
康
食
品
と
は

　
②
安
全
性
に
つ
い
て

　
③
ど
ん
な
効
果
と
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か

　
今
回
は
正
し
い
知
識
や
安
全
面
も
含
め
た
上
手
な
付
き
合
い
方

　

や
コ
ツ
等
を
学
び
ま
す
。

　

日
頃
、
疑
問
や
不
安
等
を
お
持
ち
の
方
は
、
質
問
の
時
間
を
設

け
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

10
月
14
日
㈪
、
六
ヶ
所
原
燃
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
で
老
連
役
員
研
修

会
が
行
な
わ
れ
、
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
な
ど
38
名
が
参
加
し
た
。

大
型
台
風
19
号
の
翌
日
で
天
候
が
心
配
さ
れ
た
が
、
岩
木
山
に

雲
一
つ
な
い
晴
天
に
恵
ま
れ
た
。

出
発
時
刻
に
合
わ
せ
集
ま
っ
て
き
た
参
加
者
か
ら
、（
ト
ラ
ン

プ
持
っ
て
来
た
な
?
。
今
日
は
、
ト
ラ
ン
プ
や
っ
て
い
ら
れ
な
い
、

酒
飲
ま
ね
ば
ま
ね
も
の
…
）
８
時
、
予
定
ど
お
り
常
盤
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー
を
出
発
し
た
。
バ
ス
の
中
で
舘
山
新
一
会
長
か
ら
本
日

の
日
程
と
、
今
後
の
老
連
関
係
事
業
へ
の
協
力
の
お
願
い
が
あ
り
、

「
お
互
い
親
睦
を
深
め
楽
し
い
研
修
会
に
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

途
中
、
道
の
駅
「
ゆ
～
さ
浅
虫
」
で
休
憩
を
と
り
、
10
時
30
分

頃
に
な
る
と
景
色
が
一
変
、丸
い
大
き
な
石
油
燃
料
備
蓄
タ
ン
ク
・

風
力
発
電
の
風
車
・
太
陽
光
発
電
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
板
が
数
え
き

れ
な
い
ほ
ど
見
え
て
き
て
、
い
よ
い
よ
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
に
近
づ
い
た
な
ぁ
と
感
じ
る
。

10
時
50
分
、
予
定
通
り
研
修
の
目
的
地
、
六
ヶ
所
原
燃
Ｐ
Ｒ
セ

ン
タ
ー
へ
到
着
し
た
。
早
速
、
記
念
撮

影
を
し
た
後
、
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
担
当
者

の
案
内
で
、
２
班
に
分
か
れ
て
見
学
が

始
ま
っ
た
。
原
燃
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
は
３

階
建
の
施
設
で
、
原
子
力
サ
イ
ク
ル
施

設
を
大
型
模
型
や
パ
ネ
ル
・
映
像
で
分

か
り
や
す
く
紹
介
し
て
い
る
施
設
で
あ
る
。

原
子
力
サ
イ
ク
ル
施
設
で
は
、
八
千
人
が
働
い
て
い
て
そ
の
９

割
が
地
元
雇
用
で
、
出
稼
ぎ
者
が
無
く
な
っ
た
と
い
う
。

六
ヶ
所
村
の
施
設
で
は
、
原
子
力
発
電
所
で
出
た
使
用
済
み
燃

料
の
96
％
が
再
利
用
出
来
る
リ
サ
イ

ク
ル
の
過
程
や
人
間
と
放
射
線
に
つ

い
て
な
ど
説
明
の
中
で
、
風
車
は
何

基
あ
る
の
か
？
（
92
基
）
１
基
の
建

設
費
用
は
？
（
３
億
円
）
な
ど
参
加

者
か
ら
次
々
と
、
色
々
な
質
問
が
あ
っ
た
。
約
１
時
間
程
見
学
し
、

原
燃
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
を
後
に
、昼
食
・
懇
親
会
場
の
「
ろ
っ
か
ぽ
っ

か
」
へ
、
正
午
に
到
着
し
た
。

会
長
挨
拶
に
続
き
、
木
村
美
智
子
副
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
、

懇
親
会
が
始
ま
っ
た
。
日
頃
の
、
活
動
状
況
の
懇
談
や
、
カ
ラ
オ

ケ
（
21
名
）
で
盛
り
上
が
っ
た
。

帰
り
に
は
、
六
ヶ
所
村
特
産
品
販
売
所
「
六
旬
館
」
に
寄
っ
た
。

土
産
物
を
買
い
、
皆
さ
ん
は
心
も
体
も
ポ
ッ
カ
ポ
ッ
カ
、
満
足
げ

の
笑
顔
で
一
杯
だ
っ
た
。

一
、
日
　
時
　
12
月
18
日
㈬
　
13
時
30
分
～
15
時

二
、
会
　
場
　
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
藤
崎
　
2
階 

柔
剣
道
室

三
、
講
　
師
　
健
康
運
動
指
導
士
　
小
関
　
潤
子
　
氏

四
、
内
　
容
　
ボ
ー
ル
や
タ
オ
ル
を
使
っ
た
体
操
・
運
動
や
ス
ト

　
　
　
　
　
　

レ
ッ
チ
を
通
し
て
体
力
・
筋
力
の
維
持
と
向
上
を

　
　
　
　
　
　

目
指
し
ま
す
。

五
、 

持
ち
物
　
上
履
き
、
汗
ふ
き
タ
オ
ル
、
飲
み
物

六
、
参
加
料　

無　

料

七
、 

そ
の
他
　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

八
、 

問
い
合
わ
せ
　
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
藤
崎　

75
―
３
３
２
３

※
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
12
月
15
日
発
行
の
「
広
報
ふ
じ
さ
き
お
知
ら

　
　

せ
号
」
に
折
込
で
配
付
し
ま
す
。　

※
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
は
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
観
覧
者
を
取
り
ま

　
　

  

と
め
下
さ
り
、
多
数
ご
観
覧
下
さ
る
よ
う
ご
配
慮
を
お
願
い
し

　
　

  

ま
す
。

※
バ
ス
巡
回
経
路
に
つ
い
て

　
　

常
盤
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
発　

９
時
➡　

水
木
➡　

路　

福
舘
➡
久
井
名
舘
➡　

榊
➡　

中
島
➡　

矢
沢
➡

往　

文
化
セ
ン
タ
ー
着　

9
時
30
分

路　

文
化
セ
ン
タ
ー
発　

15
時
➡

復　

そ
の
後
の
経
路
は
往
路
の
逆
順
で
巡
回
し
ま
す
。

　
　

常
盤
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
着　

15
時
30
分 

12　月　行　事　予　定　表
日 曜 行　　事 時刻
1 日

2 月
役員会 10:00
芸能部 12:00

3 火 日本舞踊部 12:00
4 水
5 木 囲碁・将棋部 12:30
6 金 芸能部 12:00
７ 土
8 日

9 月
生け花部 10:30
芸能部 12:00

10 火
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

11 水

12 木
レクダンス・フェスティバル   9:30
囲碁・将棋部 12:30

13 金 芸能部 12:00
14 土 ふじ健大 OB 会 10:00
15 日

16 月
芸能部 12:00
広報委員会 13:30

17 火
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

18 水
19 木 囲碁・将棋部 12:30
20 金 芸能部 12:00
21 土
22 日 中南郡老連  芸能発表会 10:00
23 月 芸能部 12:00

24 火
日本舞踊部 12:00
囲碁・将棋部 12:30

25 水
26 木 囲碁・将棋部 12:30
27 金 生け花部 10:30
28 土 【白寿】配布日 12時以降

29 日
30 月 年末休業
31 火 大晦日

第
九
回  

町
老
連
・
中
南
郡
老
連  

芸
能
発
表
会
の
お
知
ら
せ 

   

レ
ク
ダ
ン
ス 

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
お
知
ら
せ

町
老
連     

新
年
研
修
会 

の
お
知
ら
せ

　
　
　 

　
　          

受
賞
祝
賀
会  

　
　

わ
く
わ
く
講
座

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
と
健
康
食
品

老
連
役
員
研
修
旅
行

　
　
　

六
ヶ
所
原
燃
Ｐ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
見
学

令和元年度　　藤崎町老連 役員研修旅行　　2019.10.14

原子力物知りコーナーにて原子燃料の集合体（実物大）

サイクル施設の立地状況説明

歳
以
上
の
男
性
対
象
！

に
こ
に
こ
わ
い
わ
い
健
康
教
室

65

︷︷



（2） 藤崎町老人クラブ連合会機関誌 白　　寿第 171 号 令和元年 12月 1日㈰発行

今
や
人
生
百
年
時
代
と
言
わ
れ
る
長
寿
の
時
代
、
戦
争
の
無
い

日
本
何
よ
り
も
良
い
国
だ
と
思
い
ま
す
。
私
も
つ
い
こ
の
間
生
ま

れ
た
よ
う
な
気
で
い
ま
し
た
が
、
い
つ
の
間
に
か
も
う
八
十
ン
歳

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
何
だ
か
知
り
ま
せ
ん
が
、
私
は
近
頃
新
聞

の
〝
お
悔
や
み
欄
〟
を
見
る
こ
と
が
癖
に
な
り
ま
し
た
。
人
が
そ

れ
ぞ
れ
神
様
か
ら
戴
い
た
寿
命
と
い
う
も
の
が
あ
る
の
だ
と
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
人
に
よ
っ
て
持
病
を
背
負
っ
て
生
ま
れ
て

く
る
人
、
不
慮
の
事
故
で
若
く
し
て
命
を
失
う
人
、
兄
弟
で
も
年

の
若
い
方
が
先
に
亡
く
な
ら
れ
る
方
も
お
り
ま
す
。
ど
ん
な
人
で

も
い
ず
れ
必
ず
命
を
終
え
る
日
が
来

る
こ
と
…
…
こ
れ
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
や
が
て
永
遠
の
世
界
へ
住
む

こ
と
に
な
り
ま
す
。
俗
に
言
え
ば
お

墓
に
入
る
こ
と
で
す
。

最
近
、
お
墓
の
こ
と
で
耳
に
し
た

こ
と
に
、
散
骨
と
か
樹
木
葬
と
か
、

色
々
言
う
人
が
お
り
ま
す
。
宗
教
心
、

信
仰
、
信
心
等
ひ
と
に
よ
り
様
々
で

す
。
私
の
よ
う
な
凡
人
は
、
こ
れ
と

い
う
宗
教
、
信
仰
を
持
た
ず
、
確
固
た
る
信
心
も
な
く
、
一
応
こ

の
世
を
去
る
時
に
は
、
ご
先
祖
様
が
代
々
に
眠
っ
て
い
る
墓
地
へ

入
る
も
の
だ
と
決
め
て
お
り
、
安
心
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
現
代
を
生
き
る
人
々
に
は
色
々
違
っ
た
意
見
の
人
も
お

り
、
夫
婦
で
も
同
じ
墓
へ
入
り
た
く
な
い
と
か
、
自
然
に
帰
る
の

だ
か
ら
樹
木
葬
が
い
い
の
だ
と
か
、
生
命
の
源
は
水
で
あ
る
か
ら

海
へ
散
骨
す
る
の
だ
と
か
、
多
様
化
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

墓
石
に
つ
い
て
も
こ
だ
わ
る
人
が
色
々
お
り
ま
す
。
墓
石
の
並
べ

方
、
石
の
材
質
（
豪
華
な
墓
石
）、
墓
石
の
形
、
親
と
は
違
う
宗

教
だ
か
ら
墓
石
も
変
え
て
と
か
様
々
あ
る
み
た
い
で
す
。

最
近
は
ず
ー
っ
と
昔
か
ら
続
い
て
き
た
多
世
帯
家
族
が
減
り
、

ほ
と
ん
ど
が
核
家
族
に
な
り
ま
し
た
。
昔
か
ら
の
本
家
、
分
家
で

同
じ
墓
地
に
墓
が
あ
る
の
に
、
そ
の
墓
に
は
入
り
た
く
な
い
人
が

ま
す
ま
す
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。
我
々
高
齢
者
（
こ
の
【
白
寿
】

を
見
て
い
る
諸
君
）
も
一
般
的
に
若
い
人
よ
り
先
に
い
く
の
が
道

理
と
い
う
も
の
…
…
墓
地
を
決
め
て
い
な
い
皆
さ
ん
も
、
そ
ろ
そ

ろ
自
分
の
最
後
の
住
み
家
で
あ
る
墓
地
を
決
め
て
お
か
な
い
と
困

る
の
で
は
な
い
か
？
…
…
い
ろ
い
ろ
知
っ
た
か
ぶ
り
を
し
て
綴
っ

て
来
ま
し
た
。

最
後
に
一
つ
危き

ぐ惧
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
わ
が
国

で
も
少
子
化
な
ど
を
背
景
に
、
無
縁
墓
地
が
急
増
し
て
い
る
こ
と

で
す
。
私
の
菩
提
寺
の
住
職
さ
ん
か
ら
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
私
の
お
寺
で
も
後
を
継
ぐ
子
供
さ
ん
が
居
な
い
と
か
、
故
郷

を
は
な
れ
故
郷
へ
何
十
年
も
帰
ら
ず
、
お
寺
へ
も
お
墓
へ
も
顔
を

出
さ
ず
、
お
寺
さ
ん
へ
の
維
持
費
も
払
わ
ず
、
放
置
さ
れ
た
そ
の

ま
ん
ま
の
墓
が
い
く
つ
か
あ
る
そ
う
で
す
。「
墓
じ
ま
い
」
と
言

う
こ
と
が
言
わ
れ
る
昨
今
、
弘
前
市
で
は
県
内
初
の
合
葬
墓
が
作

ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
い
ず
れ
に
し
ろ
「
墓
じ
ま
い
」
あ
る

い
は
自
分
が
入
る
墓
が
決
ま
っ
て
い
な
い
人
は
、
生
前
に
き
ち
ん

と
そ
の
こ
と
を
決
め
て
お
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
自
分
の

人
生
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
、
こ
れ
を
決
め
て
お
く
こ
と
が
本
当
に
大
事

な
最
後
の
終
活
だ
と
思
い
ま
す
。

く
だ
ら
な
い
事
を
そ
れ
ら
し
く
言
っ
て
き
ま
し
た
が
、
皆
様
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？
…
…

　

乱
文
乱
筆　

多
謝　
　
（
読
者
よ
り
投
稿
）　

　

徳
下
の
戸
数
は
以
前
は
55
～
56
軒
と
聞
い
た
記
憶
が
あ
る
。

農
閑
期
（
休
み
）〝
一
し
め
〟
終
わ
れ
ば
〝
さ
な
ぶ
り
〟
と
い
っ

　
　
　
　
　
　
　

た
休
日
が
あ
っ
た
。

〝
さ
な
ぶ
り
〟
は
、
秋
で
あ
れ
ば
稲

こ
ぎ
終
わ
っ
た
後
で
は
３
日
位
休
ん

だ
。〝
さ
な
ぶ
り
〟
て
へ
ば
、
十
文
字

に
集
ま
っ
て
一い

っ
こ
く石

（
米
５
斗
の
重
さ
＝

一
五
〇
㎏
）
の
「
石
か
ず
ぎ
じ
ょ
っ
こ
」

を
し
た
。
ど
こ
で
も
や
る
の
で
、
若
い

人
達
皆
一
緒
に
集
ま
っ
た
。
そ
の
休
み

の
時
、
た
だ
石
を
〝
た
な
い
だ
り
〟
し

て
遊
ん
で
い
た
。
石
た
な
ぎ
競
争
、
力
く
ら
べ
で
あ
る
。

　

こ
の
頃
は
自
転
車
の
あ
る
家
は
何
軒
も
な
か
っ
た
。
町
へ
行
く

に
し
て
も
歩
い
て
行
く
に
は
、
遠
く
て
な
か
な
か
行
け
な
か
っ
た
。

服
　
装　

綿
入
れ
の
カ
ス
リ
の
着
物
を
着
た
。〝
フ
ッ
チ
ャ
キ
〟　

　
　
　
　

と
言
っ
た
。
夏
は
シ
ャ
ツ
に
ズ
ボ
ン
、
そ
れ
に
下
駄
を

履
い
て
い
た
。履
き
物
は
、大
抵
下
駄
で
あ
っ
た
。ま
た
、〝
セ
キ
ダ
〟

と
い
っ
て
、
木
で
出
来
て
茣ご

ざ蓙
を
敷
い
た
下
駄
の
よ
う
な
も
の
で
、

歩
き
や
す
い
も
の
で
あ
っ
た
。

食
べ
物　

食
べ
物
は
、
ニ
シ
ン
や
タ
ラ
を
干
し
た
り
、
鱒ま

す

を
よ
く

　
　
　
　

食
べ
た
。

住
ま
い
　〝

ニ
ヤ
〟（
作
業
場
）
と
言
っ
て
普
通
の
家
に
〝
お
ろ
し

　
　
　
　

て
〟
仕
事
場
を
作
っ
た
人
も
い
る
し
、
大
き
い
家
で
あ

れ
ば
、片
屋
根
の
出で

や屋
を
作
っ
て
、そ
こ
を
稲い

な
べ部

と
言
っ
て
、昔〝
稲

ニ
オ
〟
を
積
ん
だ
も
の
だ
。
そ
の
稲
こ
ぐ
時
、
そ
こ
か
ら
運
ん
で

き
て
稲
こ
い
だ
も
の
で
あ
る
。
あ
の
頃
は
旧
正
で
年と

し

を
と
っ
た
の

で
、
旧
正
ま
で
稲
の
ま
ま
で
持
っ
て
い
た
。
正
月
が
来
る
の
で
稲

し
ま
ね
ば
（
終
わ
ら
ね
ば
）
ま
ね
な
と
い
っ
て
や
っ
た
も
ん
だ
。

最
初
の
頃
は
、〝
セ
ン
コ
ギ
〟
で
稲
を
こ
い
だ
。
そ
れ
か
ら
足
ぶ

み
脱
穀
機
に
な
っ
た
。

　

夜
に
な
る
と
若
い
人
は
、
遊
ぶ
に
歩
く
の
で
親
達
バ
バ
ど
ジ
ッ

コ
と
２
人
し
て
夜
、〝
と
み
〟（
唐と

う
み箕

）
を
回
し
て
チ
エ
飛
ば
し
た
。

庭
に
さ
ら
に
稲
部
を
出
し
て
、
そ
こ
に
稲
を
一
時
置
い
て
や
っ
た
。 　

寝
室
は
板
目
で
あ
っ
た
。
寝
る
と
こ
ろ
は
板
敷
き
で
あ
っ
た
。

藁
布
団
、
藁
の
〝
し
な
ぐ
っ
た
〟
シ
ビ
敷
い
て
、
そ
の
上
に
敷
き

藁
布
団
敷
い
て
寝
た
人
も
あ
っ
た
。
藁
布
団
は
殆
ど
の
人
が
使
っ

た
。
あ
れ
ま
だ
ぬ
ぐ
く
て
〝
あ
ず
ま
し
い
〟
も
の
で
あ
っ
た
。
ふ

か
ふ
か
し
て
。

　

馬
屋
が
家
に
付
い
て
あ
っ
た
。
便
所
は
家
と
離
れ
て
外
に
あ
っ

た
。
昔
の
人
は
苦
労
し
た
。
井
戸
は
、ほ
と
ん
ど
堀
り
抜
き
で
あ
っ

た
。
深
い
井
戸
は
、
つ
る
べ
を
落
と
し
て
水
を
汲
み
上
げ
て
い
た

の
で
水
は
き
れ
い
で
あ
っ
た
。

結
婚
式
　

家
で
結
婚
式
や
っ
た
。
村
の
芸
人
を
頼
ん
で
踊
っ
て
も

　
　
　
　

ら
っ
た
。〝
え
び
す
舞
〟
と
か
あ
っ
て
釣
り
竿
を
か
づ

い
で
、
よ
く
頼
ま
れ
て
踊
っ
て
い
た
。
祝
う
人
は
３
日
も
祝
っ
た
。

つ
づ
み
（
祝
儀
）
は
20
銭
つ
づ
め
ば
大
き
い
方
だ
っ
た
と
思
う
。

遊
　
び  

ず
ぐ
り
回
し
、小
学
校
に
入
っ
て
か
ら
は
、ら
い
木
（
柳

　
　
　
　

か
？
）
を
折
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
れ
を
持
っ
て
ケ
ン

カ
し
た
。
そ
の
外
は
凧
飛
ば
し
が
あ
っ
た
。

　

若
い
者
一
人
前
に
な
る
ま
で
〝
マ
ゲ
〟
に
よ
く
寝
で
、
21
～
22

歳
ま
で
外
に
や
ぐ
ら
を
建
て
で
家
か
ら
離
し
て
〝
カ
リ
チ
ョ
〟
柱

４
本
立
て
で
、
そ
れ
に
木
を
や
っ
て
（
渡
し
て
）、
そ
れ
に
板
敷

い
て
寝
た
。
普
段
そ
れ
を
「
や
ぐ
ら
」
と
呼
ん
で
い
た
。「
今き

ょ
う日

、

山
久
の
〝
や
ぐ
ら
〟
さ
泊
る
」
と
か
言
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
寝
る

と
家
に
い
な
い
の
で
、
い
つ
戻
っ
て
も
家
の
人
が
分
か
ら
な
い
。

〝
マ
ゲ
〟
だ
と
し
ば
ら
く
寝
で
れ
ば
、
下
か
ら
い
く
ら
も
離
れ
て

い
な
い
の
で
下
か
ら
木
で
ど
づ
が
れ
だ
も
ん
だ
。
そ
の
点
「
や
ぐ

ら
」
は
高
い
の
で
そ
ん
な
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

私
が
若
い
頃
、
黒
石
に
遊
び
に
行
っ
て
、〝
ま
ま
食
っ
て
そ
ば

食
っ
て
〟
へ
ば
50
銭
も
ら
っ
て
行
っ
た
。
そ
の
頃
、
支
那
そ
ば
は

15
銭
で
あ
っ
た
。
生
そ
ば
は
５
銭
位
で
あ
っ
た
と
思
う
。
50
銭
も

ら
っ
て
行
く
と
１
日
い
っ
ぱ
い
遊
ん
で
こ
れ
た
。
今
の
権
現
様
が

履
く
よ
う
な
足
駄
を
履
い
て
、
夜
は
カ
ス
リ
の
着
物
着
て
豆
し
ぼ

り
を
か
ぶ
っ
て
行
っ
た
。
黒
石
に
盆
踊
り
見
に
行
っ
て
、
や
ぐ
ら

に
上
が
っ
て
足
駄
履
い
て
踊
っ
た
。
ガ
ッ
タ
ガ
ッ
タ
と
鳴
ら
し
て
。

正
　
月
　

正
月
は
、
黒
石
に
行
っ
て
映
画
見
て
き
た
。
正
月
の
年と

し

　
　
　
　

と
っ
て
、
屋
根
の
雪
降
ろ
し
て
、
バ
バ
ど
に
支
度
出
き

だ
か
と
聞
き
、
年
と
る
よ
う
に
な
れ
ば
午
後
の
１
時
～
２
時
に
な

る
。
そ
れ
か
ら
黒
石
に
歩
い
て
行
く
の
で
、
す
っ
ち
も
ち
す
れ
ば
、

あ
ず
ま
し
ぐ
見
ね
で
、
家
さ
戻
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
映
画
見

る
だ
け
だ
な
。
映
画
見
で
、
支
那
そ
ば
食
べ
て
来
る
の
が
一
番
の

楽
し
み
で
あ
っ
た
。
黒
石
ま
で
歩
い
て
行
っ
て
、
ま
た
帰
り
歩
い

て
も
ど
ね
ば
ま
い
ね
ど
ご
で
。

農
作
業
　〝

さ
ん
ぼ
か
〟（
三
本
鍬
）
で
田
を
打
っ
た
（
耕
や
し
た
）

　
　
　
　

も
ん
だ
。

遊
　
び
　 

花
札
や
ト
ラ
ン
プ
遊
び
よ
く
や
っ
た
。

　
　
　
　

そ
の
後
、〝
だ
ぐ
〟
飲
ん
で
豆
腐
を
よ
く
食
っ
た
。

大
字
徳
下
地
区　
平
成
３
年
７
月
１
日
収
録

   

古
老
５ 

　
81
歳

ボ
ー
ル
を
前
に
落
と
し
た
り
、
投
げ
た
り
し
な
い
こ
と
、
更
に
は

ラ
フ
な
プ
レ
ー
を
し
な
い
事
な
ど
で
あ
る
。

勿
論
、
紳
士
的
に
競
技
す
る
こ
と
は
大
事
な
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
都
度
テ
レ
ビ
や
競
技
場
で
説
明
し
て
く
れ
る
か
ら
、
大
体
理
解

は
出
来
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
て
皆
様
、
日
本
の
ラ
グ
ビ
ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
達
の
活
躍
を
見
て

い
か
が
で
す
か
？
以
前
に
比
べ
て
か
な
り
強
く
な
っ
て
き
て
い
る

と
思
い
ま
せ
ん
か
? 

2
～
3
年
前
に
東
京
で
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
（
オ
ー
ル
ブ
ラ
ッ
ク
ス
の
二
軍
）
と
日
本
が
戦
っ
た
時
は
一

ケ
タ
の
得
点
対
数
十
点
（
多
分
40
～
50
点
か
70
～
80
点
だ
と
思

う
）。
そ
れ
で
も
そ
れ
以
前
は
百
点
以
上
の
取
ら
れ
て
い
た
時
代

も
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
を
思
う
と
少
し
ず
つ
強
化
さ
れ
て
き
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。

と
に
か
く
ボ
ー
ル
を
も
っ
て
い
る
相
手
を
倒
し
て
良
い
の
で
あ

る
。
そ
れ
も
防
具
を
ほ
と
ん
ど
つ
け
ず
、
生
身
の
人
間
同
士
が
ぶ

つ
か
り
合
う
の
で
壮
快
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
相
手
に
敬
意
を
表
し

な
が
ら
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
大
事
で
、
余
り
過
激
過
ぎ
る
と
ペ
ナ

ル
テ
ィ
で
あ
る
。
サ
ッ
カ
ー
と
違
う
の
は
選
手
た
ち
が
身
体
的
接

触
し
て
良
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

実
は
私
自
身
も
今
回
の
快
挙
を
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
。
少
し

は
勝
つ
と
は
思
っ
て
い
た
が
、
同
じ
組
の
ト
ッ
プ
で
あ
り
４
連
勝

し
た
。
素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
・
南
ア
フ
リ
カ
・

オ
セ
ア
ニ
ア
・
フ
ラ
ン
ス
等
々
が
強
く
、
ア
ジ
ア
は
ま
だ
ベ
ス
ト

８
に
は
届
か
な
い
と
考
え
て
い
た
。
私
の
考
え
は
誠
に
日
本
選
手

に
失
礼
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
ま
ま
是
非
ベ
ス
ト
４
を
、
そ
し
て
ベ
ス
ト
２
、
更
に
優
勝

ま
で
し
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。
残
念
な
こ
と
は
あ
ま
り
に
ラ
グ

ビ
ー
が
面
白
い
の
で
他
の
ス
ポ
ー
ツ
を
ほ
と
ん
ど
注
目
し
な
く

な
っ
た
事
で
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
開
催
さ
れ
て
い
る
他
の
ス
ポ
ー
ツ

も
魅
力
を
充
分
に
出
し
て
頑
張
っ
て
欲
し
い
も
の
で
あ
る
。

…
…
俄

に
わ
か

ラ
グ
ビ
ー
フ
ァ
ン
よ
り

残
念
な
こ
と
に
こ
の
原
稿
を
出
す
前
に
日
本
は
南
ア
フ
リ
カ
に

敗
退
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

 

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

透

ラ
グ
ビ
ー
を
観
戦
さ
せ
る
た
め
に
家
内
に
言
っ
た
事
は
、
難
し

く
考
え
る
こ
と
は
な
い
、
ル
ー
ル
は
幾
つ
も
な
い
。
と
り
あ
え
ず

	

◇
◇
　
川
　
柳
　
◇
◇	

 

◇
　
歯
　
な
　
し
　
の
　
話 

　

　
◇

93

福 

井
　
伝 

馬

お
酒
ほ
ど
旨
い
薬
と
ま
だ
あ
わ
ぬ　

	
	

木 

村
　
羊 

川

秋
半
ば
し
っ
か
り
肥
え
た
ジ
ョ
ロ
ウ
グ
モ 

佐
々
木
ト
ミ
ヱ

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
喜
怒
哀
楽
の
く
り
返
し

清 

水
　
川 

魚

「
今
日
の
運
勢
」
生
き
る
ヒ
ン
ト
を
貰
う
朝

小
笠
原
み
な
み

押
し
よ
せ
る
増
税
の
波
に
溺
れ
そ
う

野 

呂
　
文 

坊

台
風
の
進
路
気
を
も
む
り
ん
ご
園

「
ぼ
ち
ぼ
ち   

墓
地
を
考
え
る
」

    

古
老
が
語
る

　    

　「
物
知
り
の
記
録
」
⑹

力　試　石（常盤八幡宮）


